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JENESYS2024 日本・ASEAN スポーツ×SDGs 交流の記録 
（招へいプログラム） 

 
１．プログラム概要 
【目的・概要】 

ASEAN 諸国（注）及び東ティモールの高校生等 110 名が、2024 年 10 月 28 日から 11 月 4 日の間、

スポーツ（サッカー）を通じた SDGs 達成に向けた日本の施策や取り組みについて理解を深めるこ

とを目的としたプログラムに参加しました。一行は東京都、福島県、千葉県、神奈川県を訪問し、日

本と ASEAN 関係や J リーグにおける SDGs 活動の聴講、クラブチームにおける SDGs 活動に参加

し、また、福島での学校体験等を行い、日本と ASEAN 諸国の相互理解と友好を深めました。 
(注) インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、ラオス 

 
【参加者】ASEAN 諸国及び東ティモールの高校生 合計 110 名 
 （内訳）各国１0 名（高校生 9 名、引率者 1 名） 
 
【訪問地及び訪問者数】東京都 110 名、福島県 110 名、千葉県 30 名、神奈川県 80 名 
 
【日程】 

 プレプログラム（オンライン事前学習）： 
10 月 21 日（月曜日） 【講義】「日本の社会と文化」 
 講師：JICE 日本理解講義講師 アンドラディ 久美 氏 
10 月 21 日（月曜日） 【来日前オリエンテーション】 
来日までの指定期間  【課題学習（動画配信）】「南三陸町からのメッセージ」「日本の施策：FOIP、SDGs 

パラスポーツ」、「日本語学習」 
 

 招へいプログラム： 
10 月 28 日（月曜日） 羽田空港又は成田国際空港に到着 
 【オリエンテーション】 
 【講義】「J リーグ・SDGs に関する取り組みについて」 
 講師：公益社団法人日本プロサッカーリーグ  
 サステナビリティ部 執行役員 辻井 隆行 氏 
10 月 29 日（火曜日）【表敬訪問・講義】「日本・ASEAN 関係」 
 講師：外務省アジア大洋州局 宮本 新吾 参事官 
 【講義】「福島県の概要」 
 講師：福島県庁国際課 小原 正嗣 課長 
 東京都から福島県へ移動 
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10 月 30 日（水曜日） 【視察】東日本大震災・原子力災害伝承館 
 【学校交流】福島県立ふたば未来学園高等学校 

 歓迎式、学校説明、授業体験、掃除体験 
授業体験例： 

 ・トップアスリート系列 ：バドミントン、サッカー、野球 
 ・アカデミック系列 ：武道・日本文化 

グループディスカッション 
・スペシャリスト系列 ：福祉（ユニバーサルスポーツ「ボッチャ」体験） 

  農業（さつまいも収穫・調理） 
10 月 31 日（木曜日） 【ワークショップ】報告会準備（帰国後の活動計画（アクション・プラン）の作成） 
 【スポーツ交流】いわき FC：ウォーキングサッカー教室 
 【文化体験】いわき FC：よさこいソーラン節、浴衣・着物着付け、書道 
11 月 1 日（金曜日）   福島県から東京都へ移動 

【視察】関東圏の J リーグクラブ（4 グループに分かれて訪問） 
◯ジェフユナイテッド市原・千葉（ブルネイ、マレーシア、フィリピン） 
・スタジアム見学 
・クラブ紹介、SDGs 関連の取り組み紹介 
・サッカーにおける女性活躍についての講義 
・ユース選手との交流  
◯川崎フロンターレ（タイ、ベトナム、東ティモール） 
・Anker フロンタウン生田 施設見学 
・ポールウォーキング体験 
・クラブ紹介、SDGs 関連の取り組みに関する講義 

           ◯横浜 F・マリノス（カンボジア、ラオス、ミャンマー） 
・クラブ紹介 
・スタジアムツアー 
・横浜F・マリノス フトゥーロ（知的障がい者サッカーチーム）選手との交流  
◯湘南ベルマーレ（インドネシア、シンガポール） 
・クラブ紹介、”シャレン！”（J リーグの社会連携活動）に関する講義 
・海外でのクラブ展開について紹介 
・ユース交流 湘南一ツ星高等学院（クラブパートナー） 

11 月 2 日（土曜日） 【視察】国立競技場・SDGs ブース、2024 J リーグ YBC ルヴァンカップ決勝 
 
 

11 月 3 日（日曜日） 【ワークショップ】、【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 
 【歓送会】 
11 月 4 日（月曜日）  羽田空港又は成田国際空港から帰国 
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２．記録写真  
プレプログラム（オンライン事前学習） 

  
10 月 21 日【講義】「日本の社会と文化」 10 月 21 日【プレプログラム】 

招へいプログラム 

  
10 月 28 日【講義】「J リーグ・SDGs に関する取

り組みについて」J リーグ 辻井氏 
10 月 29 日【表敬訪問】外務省アジア大洋州局  
宮本参事官 

  
10 月 29 日【講義】「福島県の概要」 
福島県庁国際課 小原課長 

10 月 30 日【視察】 
東日本大震災・原子力災害伝承館 

  
10 月 30 日【学校交流】福島県立ふたば未来学園

高等学校 さつまいも収穫体験 
10 月 30 日【学校交流】福島県立ふたば未来学園

高等学校 掃除体験 

  
10 月 30 日【学校交流】福島県立ふたば未来学園

高等学校 ボッチャ体験 
10 月 30 日【学校交流】福島県立ふたば未来学園

高等学校 野球体験 
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10 月 30 日【学校交流】福島県立ふたば未来学園高等学校 記念撮影 

  
10 月 31 日【ウォーキングサッカー体験】 
いわき FC  

10 月 31 日【文化体験】 
浴衣・着物着付け 

  
11 月 1 日【ユース選手との交流】 
ジェフユナイテッド市原・千葉 

11 月 1 日【ポールウォーキング体験】 
川崎フロンターレ 

  

11 月 1 日【選手たちとの交流】横浜 F・マリノス 
フトゥーロ（知的障がい者サッカーチーム） 

11 月 1 日【ユース交流】湘南ベルマーレ ユース

交流（湘南一ツ星高等学院） 

  

11 月 2 日【視察】国立競技場 SDGs ブース 
11 月 2 日【視察】 
2024 J リーグ YBC ルヴァンカップ決勝 
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【報告会】 11 月 3 日【歓送会】 

 
３．参加者の感想（抜粋） 

 シンガポール 高校生 
ウォーキングサッカーを通じて、SDGs について多くのことを学びました。年齢・身体能力に関係な

く、誰にでも合うように、元々あるスポーツの簡略化されたバージョンを用意することで、スポーツ

と健康的なライフスタイルを促進する方法があることを学びました。 
 タイ 高校生 

SDGs の目標達成には、世代や国を超えた協力が不可欠であることを、スポーツを通して学びまし

た。今後はさらに異文化理解を深め、互いに協力し、目標を共有することで、より明るい未来に向か

って共に進んでいければと思います。 
 インドネシア 高校生 

ふたば未来学園での交流では、互いの文化を学び合い、ユニバーサルスポーツであるボッチャを通

して親睦を深めることができ、貴重な経験となりました。ボッチャは非常に面白いスポーツで、イン

ドネシアでも広めたいと考えています。SNS を通じて今後も交流を続けたいと思います。 
東日本大震災・原子力災害伝承館を訪れ、その惨状と復興の歩みを目の当たりにし、深く感銘を受け

ました。地震、津波、そして原子力発電所事故という複合災害に見舞われながらも、日本の人々が不

屈の精神で立ち上がり、復興を成し遂げたことに、心から敬意を表します。 
 ミャンマー 高校生 

東京では、持続可能な開発目標（SDGs）について議論しました。日本の持続可能性へのアプローチ

や、これらの目標が世界的にどのようにつながっているかを学ぶのは刺激的でした。さらに、J リー

グのルヴァンカップ決勝を観戦するすばらしい機会もありました。両チームのサポーターの興奮と

情熱は忘れられないものでした。 
 東ティモール 高校生 

いわき FC との交流、文化体験を通して、多くのことを学ぶことができました。サッカーが苦手な私

でも楽しめるウォーキングフットボールから始まり、着物を着る貴重な経験、習字に挑戦するなど、

幅広い活動に参加できました。また、よさこいソーラン節は、活気に満ちた踊りで、参加者全員が笑

顔になり、一体感を味わえたすばらしい時間でした。これらの経験は、私にとって一生忘れられない

思い出となりました。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 

 いわき FC 担当者 
誰でも参加できることが特徴のウォーキングサッカーや、異文化を受け入れる・楽しむといった、文
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化体験を通じて、SDGs を学んでもらうことができて良かったです。日本文化は海外の方からも人

気ということが再確認できました。また、J リーグはアジアを市場に捉え始めている中で、なかなか

地方だと国際的な交流が少なく、ASEAN 地域の方と交流する機会をいただいたことは刺激的な感覚

になり、とても有意義でした。 
 湘南ベルマーレ 交流学生 

インドネシア、シンガポールの方達とお話できる機会は滅多にないので、とても貴重な体験をする

事ができました。言語の壁があったとしても、お互い翻訳アプリを使って楽しくお話することがで

き、外国の方々へのイメージがガラッと変わりました。これを機に英語を喋れるようになりたいで

すし、海外へも行ってみたくなりました。 
 福島県立ふたば未来学園高等学校 教師 

ASEAN 諸国の生徒や日本人生徒にとって英語が母語ではない生徒が多い中で、お互いに自国の文化

や自分の考えを相手に伝えようと努力している姿が印象的でした。海外交流というと欧米諸国との

交流というイメージが強いですが、欧米諸国の方々との交流では経験できない学びが多かったよう

に思いました。今回の経験は、生徒に国際交流を促す立場である私にとっても貴重な経験になりま

した。 
 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

 
2024 年 10 月 28 日（Instagram） 
東ティモール高校生：辻井隆行さん（J リーグ執行

役員）から、J リーグの概要と SDGs に関する活

動を学びました。J リーグは、気候変動対策に取り

組み、国際的に持続可能なサッカー活動をしてい

ます。「なぜサッカーが存在するのか」に焦点を当

てたお話しがありました。地球が健康で、人々が

健康で、環境が健康だからサッカーが成り立つ、

だから J リーグは気候変動対策に取り組み、未来

に向けて持続的な活動を行っているそうです。 

2024 年 10 月 29 日（Instagram） 
シンガポール高校生：本日の講義を通じて、日本

が ASEAN 諸国を支援する方法について学びまし

た。日本は平和と開発プログラムを通じて「貧困

をなくそう」という目標の達成を目指しています。

本日の講義では、バンサモロにおける日本の能力

開発プロジェクトについて学びました。 
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2024 年 10 月 30 日（Facebook 等） 
ラオス高校生：東日本大震災・原子力災害伝承館

へ行きました。大地震は、福島にとって、町がゴー

ストタウン化してしまうような出来事でした。自

然災害は人間を待ってくれない、突然やってくる

ということを実感しました。例え分かっていたと

しても事前に行動することはとても難しいと思い

ました。午後からは、ふたば未来学園に行きまし

た。生徒たちが本当に温かく迎えてくれ、校内を

案内、説明してくれました。そして、野球部のメン

バーと東ティモールの仲間と一緒に試合をしまし

た。私たちは、初めて野球をしたのですが、日本の

生徒達が教えてくれました。新しい友達に出会え

てとても感動しました。 

2024 年 10 月 30 日（Instagram） 
カンボジア高校生：ふたば未来学園高等学校の皆

さま、この度は心温まる歓迎とおもてなしをあり

がとうございました。とてもすばらしい経験をさ

せていただきました。カンボジアや ASEAN 諸国

に対して、生徒の皆さんが示してくださった優し

さと敬意に深く感動しました。日本の農業や持続

可能な開発目標（SDGs）への取り組みについて学

ぶことができ、大変貴重な時間を過ごしました。

この交流を実現してくださった JENESYS プログ

ラムにも感謝申し上げます。持続可能な実践を直

接学び体験することで、農業への理解と感謝の気

持ちがさらに深まりました。学び、共有し、つなが

る機会をいただけたことに感謝するとともに、今

後もこのつながりを深めていきたいと思います。 

  
2024 年 10 月 30 日（Instagram） 
インドネシア高校生：東日本大震災・原子力災害

伝承館を訪問しました。こんな状況を運命として

受け入れただけでなく、見事な復興を遂げました。

これはとてもすばらしいことです。 

2024 年 10 月 30 日（Instagram） 
ブルネイ高校生：東日本大震災・原子力災害伝承

館を訪問することでいかに忍耐強く人々が復興に

力を注いできたか分かりました。地元の人々や行

政が不屈の精神で復興に尽力してきたこと、また

過去の経験を引き継いでいくことの大切さを学び

ました。 
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2024 年 10 月 30 日（Instagram） 
マレーシア高校生：今日はたくさんのアクティビ

ティがありました。 まず、他の国々の参加者とウ

ォーキングフットボールをしました。 次に、書道

をやってみました。日本語は難しいけれど、頑張

ってやりました。 それから、どっこいしょ踊り（ソ

ーラン節）もやってみてとても楽しかったです。 
最後に、日本の伝統的な服（着物）を着ました。着

てみるととても快適でした。私が今、経験してい

ることを母国の友人たちに伝えたいと思います。 

2024 年 10 月 31 日（Instagram） 
ミャンマー高校生：JENESYS SDGs×スポーツの

ハイライトは、J リーグ YBC ルヴァンカップ決勝

戦観戦でした。スタジアムでのサッカー観戦は、

私にとって初めての経験でした。巨大なスタジア

ムと 6 万人以上のサッカーファンに私はとても興

奮しました。両チームのサポーターは情熱的で、

彼らの応援歌には鳥肌が立ちました。本当に衝撃

的で感動的な雰囲気でした。名古屋グランパスを

称賛します。優勝に相応しいチームです。 

  
2024 年 10 月 31 日（Instagram） 
フィリピン高校生：双葉町の人たちの悲劇的な（震

災の）歴史と経験を学ぶ機会があり、感謝してい

ます。津波、地震、原発事故によって引き起こされ

た悲劇的な災害から復興への絶え間ない努力によ

り、学校、道路、診療所、企業などのインフラが再

建され、人々が再び生活できるようになっていま

した。また、ふたば未来高校の学生や職員の皆さ

んのフレンドリーさとの熱意で、私たちはこの学

校の生徒になったようでした。この学校の教室や

サッカー文化を知り、強いつながりと仲間意識を

感じることができて感激しています。 

2024 年 10 月 31 日（Instagram） 
シンガポール高校生：観光客が体験できないよう

な伝統文化（浴衣・書道）を学ぶことができまし

た。北海道発祥の「ソーラン節」を踊ったことは特

に印象的でした。漁師たちはニシン漁でこの歌に

合わせて踊り、未来の幸運と富を祈願します。ま

た、ウォーキングサッカーがどのようにして複数

の SDGs を促進しているかを学びました。走るこ

とが禁止され、障がい者や性別、人種、宗教の異な

る人々が平等に一緒にプレーすることができ、不

平等を減らすことができます。さらに、健康増進、

ジェンダー平等、経済成長などの他の SDGs も促

進します。これらの体験を通じて、より多くの

SDGs 活動を推進したいと思いました。 
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2024 年 10 月 31 日（福島民報） 
「海外の高校生ら浜通り訪れ交流 復興の現状学

ぶ」東日本大震災・原子力災害伝承館への視察、ふ

たば未来学園との交流について紹介。 

2024 年 11 月 6 日（KFB 福島放送） 
「海外の高校生がサッカーや日本文化を体験（福

島）」いわき FC でのウォーキングサッカー、文化

体験を通した交流について紹介。 

 
６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 
訪問地：東京都、福島県、千葉県、神奈川県 全 11 グループ発表 

ブルネイ 

 

【成果の発表】 
 日本の高校では、ブルネイと比べて体育の授業の回数が多く、さらに多くの生徒が部活動に励んでお

り、感銘を受けました。また、清掃を生徒自身で行い、学校の清潔さを保つという考え方は、ぜひ見

習うべきだと思いました。 
 日本では、太陽光発電や風力発電などのクリーンエネルギーが奨励されており、J ヴィレッジではほ

とんどの電気にセンサーが設置されているなど、節電への意識が高いことを学びました。 
 J クラブや J リーグが、古い服や本を回収してゴミの削減やリサイクルに貢献するすばらしい活動を

行っていることを知り、ぜひ自国にも取り入れたいと思いました。 
【アクション・プラン】 
 日本で学んだ SDGs 関連活動をブルネイで実施します。例：貧困への対応やゴミ削減・リサイクル 
 健康促進や運動の重要性、栄養学について広報します。例：ウォーキングフットボール行事開催 
（老若男女や障がいのある方も含め、さまざまな人が運動できる場を提供する活動） 

・イベントを広く周知するため、参加者や自分たちで SNS を活用した宣伝も行います。 
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カンボジア 

 

【成果の発表】 
 日本では、整備されたインフラや徹底したゴミの分別によるリサイクルなど、持続可能な社会の実現

に向けた取り組みが進んでおり、深く感銘を受けました。 
 気候変動対策、質の高い教育、健康、産業、エネルギー、海洋環境など、多岐にわたる SDGs の目標

について学びを深めました。特に、日本の再生可能エネルギーの活用状況や教育分野での SDGs の

導入など、具体的な取り組みから多くを学びました。 
【アクション・プラン】 
・カンボジアの高校生が、SDGs に対する理解を深め、関心を高めるきっかけを作るトークイベントを

開催します。 
・日本文化や日本語の魅力の再発見、学習意欲の向上を図るため、訪日体験動画を作成し紹介すると 
ともに、よさこいソーラン節の実演を行います。 

インドネシア 

 

【成果の発表】 
 日本は街が非常に清潔で、人々が環境問題に関心を持っていると聞いていましたが、実際に訪れ、学

校での清掃体験などを通じてその意識の高さに感心しました。 
 福島県での震災・原発事故の深刻さを目の当たりにし、除染作業の規模の大きさに驚きました。除染

された土が保管されている施設で、放射能汚染の長期的な影響について改めて考えさせられました。 
・J リーグは、サッカーを通じて持続可能な社会の実現を目指し、再生可能エネルギーの利用促進や地

域社会との連携など、多岐にわたる SDGs の目標達成に向けて活動していました。これらの取り組

みから、スポーツが地域社会に与える影響力の大きさを学びました。 
例：湘南ベルマーレは、地元の小学生を対象とした環境教育プログラムの実施、地域住民と連携した

清掃活動を行うなど、地域社会との共生を重視した取り組みを進めています。いわき FC は、ウォー

キングフットボールの普及を通じて、性別や年齢に関係なく誰もが楽しめる機会を提供しています。 
【アクション・プラン】 
 私たちが所属する高校で、今回の（プログラムを通じた）学びを発表します。 
 年齢や性別を問わず楽しめるスポーツであるウォーキングサッカーとボッチャの大会を開催します。 
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ラオス 

 

【成果の発表】 
 日本ではゴミの分別やバリアフリーなど、生活のあらゆる場面で清潔さや秩序が重視されていまし

た。特に、ラオスではあまり見られない障がい者への配慮が行き届いた環境に感心しました。 
 横浜 F・マリノスは、サッカーで地域住民の健康増進を図っており、深い感銘を受けました。 
 福島県では、東日本大震災・原子力災害伝承館を訪れ、大津波で街が壊滅的な被害を受け、原発事故

で人々が避難を余儀なくされた様子を目の当たりにし、被災地の現状を深く理解することができま

した。ふたば未来学園では、生徒たちが主体的に学習に取り組んでいる姿や、国際交流に力を入れて

いる様子に感銘を受けました。生徒たちとの交流を通して友情を深めることができました。 
 いわき FC のウォーキングサッカーや文化体験では、参加者同士の絆を深めることができました。 
 これら（クラブチーム）の活動は、誰もが参加できる身近なものであり、経済的な背景や性別に関係

なく誰もがスポーツを楽しむ機会を提供するため、SDGs の「貧困をなくす」や「ジェンダー平等」

の目標にも貢献していることを学びました。 
【アクション・プラン】 
 ASEAN 地域の若者を対象に、オンライン・ウェビナーを開催します。ASEANの若者たちの間でSDGs
への理解を深め、共に持続可能な未来について考えていきます。 

マレーシア 

 

【成果の発表】 
 日本では、想像以上に伝統文化が生活の中に根付いており、子どもたちが幼い頃からそれらに触れる

機会が多いことに深く感心しました。 
 対人関係や仕事において規律と責任感が重視されていることは知っていましたが、日常生活のあら

ゆる場面でその意識の高さを感じました。 
 日本の先端技術がセキュリティシステムなどに活用され、安全な社会の実現に貢献していることを

知り、驚きました。 
 食文化についても、寿司やラーメンだけでなく、多種多様な地域の郷土料理が存在し、食に対する日

本人の高い関心を深く感じることができました。 
 J リーグは、スポーツを通じた地域社会の活性化だけでなく、環境問題への取り組みも積極的に行っ

ていることを学びました。地域住民との連携を深め、試合会場でのゴミ削減や再生可能エネルギーの

導入など、具体的なアクションを通じて SDGs の目標達成に貢献しています。行政や NGO との連携
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により、その取り組みはさらに広がりを見せており、スポーツの持つ力を改めて実感しました。 
【アクション・プラン】 
・セランゴール・スポーツ・スクールで高校生を対象として、「ゴミ排出ゼロの生活」をテーマにする 
ワークショップを開催し、若者が廃棄物を減らすためのヒントを得られる機会とします。 

ミャンマー 
 
 
 
 

 
【成果の発表】 
 日本は、先進的な都市計画と交通システムを導入し、歩行者優先や交通ルールの徹底により、世界で

も有数の交通安全を実現しています。 
 建物はエネルギー効率、環境への配慮、耐震性、そして人々の健康と福祉を重視した設計がされてお

り、同時に文化的な価値も継承されています。 
 障がい者や乳幼児、子どもたちに対するバリアフリー設計も進んでおり、誰もが快適に暮らせる環境

が整っています。 
 日本は、WE リーグをはじめとする女子スポーツの振興が進み、ジェンダー平等の実現に向けて大き

な一歩を踏み出しています。 
 学校教育においてもスポーツを通じた健康増進が重視されています。 
 J リーグをはじめとするさまざまなスポーツ団体は、気候変動対策の一環として、リサイクルやプラ

スチック削減など、環境保全活動に積極的に取り組んでいます。 
【アクション・プラン】 
・ミャンマー日本留学生 OB 協会（MAJA）において、日本や日本語に興味を持つミャンマーの若者を 
 対象に講演会を開催します。日本での経験を活かし、ウォーキングフットボールをはじめとする日 

本のスポーツ文化や日本の生活について紹介します。ゲームや質疑応答を通じて日本への理解を促

進するとともに、さらに日本への関心を高めていきたいと考えています。 
フィリピン 

 
 
 
 

 
【成果の発表】 
 福島県では、複合災害からの復興は持続することがなによりも大切であることを学びました。 
 日本の高度な技術、特に公共交通機関の整備が、二酸化炭素排出量の削減に大きく貢献し、地球環境

保全につながっていることを実感しました。 
 大きな試合があるたびに食品、家電、衣服を持ち寄ってロスを最小限に抑える努力や、サッカークラ

ブのある地域での清掃活動、女子選手育成への取り組みなど、スポーツがどのように SDGs の推進

に貢献できるのか、実例を通じて学ぶことができました。 
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【アクション・プラン】 
・ラグナ及びアラバン地区で、子どもたちを対象に、サッカーの基本的な動きやテクニックを教える

クリニックを開催します。同時に、気候変動、ゴミの分別収集、3R（リデュース・リユース・リサ

イクル）などについての意識を高めてもらうため、地域の清掃活動にも参加してもらう活動を考え

ています。 
シンガポール 

 
 
 
 
 

【成果の発表】 
 福島県では、災害の惨状について学び、ふたば未来学園の学生から、現在も続いている復興への熱意

とエネルギーを強く感じました。 
 スポーツが SDGs と深く関連しているとは考えもしませんでしたが、スポーツがすべての人々にと

って重要であり、若者の価値観の育成に役立ち、SDGs 推進の手段となることを学びました。 
【アクション・プラン】 

・学校内で、スポーツが SDGs の達成に貢献する可能性を共有し、ウォーキングサッカーを体験する 
機会を設け、運動不足の生徒に運動の機会を提供します。 

・クラス対抗のリサイクルコンテストを開催し、生徒たちの環境に対する意識を高めます。 
タイ 

 
 
 
 
 

【成果の発表】 
 日本は、道にゴミ一つ落ちていないほど清潔で、その美しさは想像をはるかに超えていました。 
 日本人はシャワーを浴びる際にも順番を待つなど、その規律正しい行動に感銘を受けました。 
 日本人は、時間厳守の意識も私たちの国と比べて非常に高いと感じました。 
 サッカークラブは、地域住民と協力し、SDGs の達成に向けて積極的に取り組んでいることを学びま

した。日本がスポーツを通じた持続可能な社会の実現を目指していることに感銘を受けました。 
【アクション・プラン】 
・学校で SDGs に関するプレゼンテーションや討論会を実施します。 
・学校のホームページや SNS を活用して、子どもたちや若者に学んだことを発信し、彼らの理解度や 
学校の環境改善状況を確認します。 
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ベトナム 

 

【成果の発表】 
 来日前に抱いていた日本人、教育、ライフスタイル、イデオロギーに関するイメージと、実際の日本

での体験とのギャップを参加者同士で共有することで、より深い理解を得ることができました。 
 福島県を訪問し、東日本大震災・原子力災害伝承館で説明を受けることで、わずか 10 数年という短

い期間での復興のスピードに感銘を受けました。 
 学校交流では、多くの貴重な思い出ができ、同世代の日本人との交流は、貴重な経験になりました。 
 J リーグの SDGs に関する講義では、各地域のサッカークラブが地元住民と協力しながら、スポーツ

を通じて SDGs の目標達成に取り組んでいることを学びました。 
【アクション・プラン】 
・ベトナム北東部ハ・ザン省メオ・ヴァック郡に住む 6 歳から 12 歳の貧困層の子どもたちを対象に、

サッカー教室を開催します。サッカーボールや用具を寄贈し、現地の人々やベトナムサッカー連盟

の協力を得ながら、子どもたちにサッカーの楽しさを伝えていきます。 
東ティモール 

 

【成果の発表】 
 日本については「桜、寿司、富士山」というありきたりなイメージしか持っていませんでしたが、来

日して、日本人が仕事熱心で、他人を敬い、規律を守る人々であること、伝統と最新技術が融合した

国であること、そして 13 年前の大震災に苦しむ人々がまだ多くいる中で復興が着実に進んでいるこ

とを学びました。 
 スポーツと SDGs は無関係だと思っていましたが、日本では J リーグやサッカークラブが関係機関

と協力し、地域の意識向上や二酸化炭素排出量削減に積極的に取り組んでいることを知り、スポーツ

が人々の健康に多くの恩恵をもたらすことを学びました。 
【アクション・プラン】 
・大使館、高校、地域の集まりなどで、日本やスポーツにおける SDGs について報告やセミナーを開

きたいと思います。 
・高校の校庭をきれいにするプロジェクトを始め、環境美化に努めたいと思います。 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 
協力：公益社団法人日本プロサッカーリーグ（J リーグ）  


